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　合成条件は高級アルコール1モル，アニリソ1モル，
塩酸アニリソ0．3モル，塩化亜鉛0・66モルを水分分離器

及びコソデソサーをつけたナス型コルペソに入れて加熱

する．230°N240°C位になると水分及び少量の未反応ア

ニリyが留出してくるから，この温度に5時間保って水

分を完全に留出させ，それから270°Cに10時聞加熱し

た後冷却し，生成した茶褐色の塩化亜鉛の複塩は粉砕

し，40％NaOH溶液を加え麗絆しながら70°Cで4時
間加熱分解する．上層部の油状物はエーテルにて抽出

し，アルカリ性のなくなる迄十分に水洗し，CaC12で脱

水する．エーテルを留去した残液は減圧蒸留を3回繰返

して精製し，おのおのについて元素分析を行って確認し
噛た．

　分析の結果によれば高溌点部分に，相当量のオレフィ

ソ重合物と考えられるものが生成した．

次にP一アルキルァニyyの収量物理恒数及び分析
結：果（Nのみ）を示す．
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（Rはアルキル基，nはエチレソオキサイドのモルi数）

の構造を有するもので，これらの表面張力を20°Cで
Du　NoUyの張力計を用いて測定した結果を次に示す．
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　　＊N分析の（）中の数字は計算値である．

2．　エチレンオキサイドの附加重合

　試験管に入れた一定量の試料を所定の温度に加熱して

おき，これに691hrの流速でエチレ・yナキサイドを吹込

み，その重量増加により附加重合した＝・：‘チレソオキサイ

ドのモル数を算出した．P一アルキルァニリソのN　H2基

に対するエチレソオキサイドの附加重合は，アルキル基

の炭素数によって反応性が著しく異なり，長鎖状アルキ

ル基では炭素数の増加と共に反応性が急激に低下するの

で，適当な触媒及び反応温度の選択をも併せて行った．

また附加重合するエチレyオキサイドのモル数は界面活

性剤の性能を支配する重要な因子となるので，比較のた
M）　P一ア，・キ・・アニリ・／・O．・Olモ・レ重量に対して附加重合

するエチレyオキサイドの重量を，大体C数12のもの

はそれの0．5倍，14は1倍，16は1・5倍，18は2倍
重量になるようにした．次に実験結果を示す．

　3．　表面張力
　合成した非イナソ界面活性剤はRひNH（OH2CH20）nH
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　　　　　　　　　　　一濃　慶

浸透力，洗諜力，起泡性等を検討中であって，期待さる

べき活性剤であると思われる．
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